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令和２年度 決算状況調査近隣類似団体比較分析

項目 宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

現在給水人口 35,803 人 39,605 人 29,199 人 40,647 人 42,606 人 50,337 人 46,445 人

給水区域面積 9,474 ha 11,157 ha 5,432 ha 15,929 ha 10,905 ha 4,103 ha 4,925 ha

管路延長 659 km 374 km 420 km 665 km 461 km 400 km 342 km

浄水場設置数 18 カ所 5 カ所 14 カ所 8 カ所 0 カ所 5 カ所 2 カ所

配水池設置数 73 カ所 18 カ所 40 カ所 15 カ所 7 カ所 17 カ所 16 カ所

有収水量 354 万㎥ 401 万㎥ 339 万㎥ 413 万㎥ 460 万㎥ 696 万㎥ 1,130 万㎥

給水収益 6.6 億円 5.0 億円 4.6 億円 9.6 億円 6.1 億円 9.1 億円 6.5 億円

職員数 12 人 6 人 4 人 17 人 11 人 38 人 29 人

令和２年度決算状況調査の数値について他団体と比較する上で、兵庫県内の人口規模が類似している団体から次のとお

り類似団体を設定し、比較・検証します。
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宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

給水人口 35,803 人 39,605 人 29,199 人 40,647 人 42,606 人 50,337 人 46,445 人

１日あたり有収水量 9,711 ㎥ 10,976 ㎥ 9,284 ㎥ 11,324 ㎥ 12,607 ㎥ 19,062 ㎥ 30,952 ㎥

宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

給水件数 14,590 件 17,289 件 13,563 件 17,560 件 17,702 件 23,336 件 22,773 件

管路延長 659 km 374 km 420 km 665 km 461 km 400 km 342 km

宍粟市の水道使用者は小口径の家庭用が多く、一日当たり有収水量（メーターを通り料金収入と

なった水量）のうち90％を占めます。この率は他団体と比較しても高く 、大口利用者が少ないこと

が、有収水量の低さにつながっています。

全国類団平均

11,905

算定式指標②

給水件数（件）÷　管路延長（ｍ）給水件数１件あたりの管路延長（ｍ）

給水件数１件あたりに必要となる管路延長を示す指標です。管路効率が悪いほど高い数値となりま

す。宍粟市は山間の広大な区域に集落が点在していることから、給水を実施するために、より長い管

路を整備する必要があります。

指標①

全国類団平均

24

算定式

一日あたり有収水量（㎥） 年間総有収水量（㎥）÷　３６５（日）

45

22

31

38

26

17 15

給水件数

全国平均

8,749 8,662
6,340

8,694 8,976
12,880 12,495

962 2,314
2,944

2,630 3,631

6,182

18,457

業務用

家庭用

全国平均

2/7



宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

給水人口 35,803 人 39,605 人 29,199 人 40,647 人 42,606 人 50,337 人 46,445 人

年間料金収入 6.6 億円 5.0 億円 4.6 億円 9.6 億円 6.1 億円 9.1 億円 6.5 億円

宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

給水費用 10億3,561万円 8億3,469万円 5億4,998万円 15億5,409万円 8億0,734万円 8億1,793万円 7億7,059万円

年間総有収水量 3,544,350 ㎥ 4,006,280 ㎥ 3,388,820 ㎥ 4,133,190 ㎥ 4,601,640 ㎥ 6,957,740 ㎥ 11,297,310 ㎥

※給水費用…経常費用－（受託工事費用+材料及び不用品売却原価+附帯事業費）－長期前受金戻入

有収水量１㎥あたりについて、どれだけの費用がかかっているのかを表す指標です。宍粟市では地形

的要因から施設の整備に多額の費用を要する上に有収水量が少ないため、給水原価が高くなって

います。

全国類団平均

180

指標④ 算定式

13ミリ口径を20㎥使用した場合の１か月あたり使用料金（税込み）です。宍粟市の水道料金は

全国平均よりも高い水準にあります。

全国類団平均

家庭用料金（円） -

3,184

給水原価（円） 給水費用（円）÷　年間総有収水量（㎥）

指標③ 算定式

3,520 3,575
3,130

4,763

3,410

1,823

869

１か月料

金
全国平均

292

208
162

376

175

118
68

給水原価

全国平均

3/7



宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

給水収益 6億5,996万円 5億0,481万円 4億5,859万円 9億6,272万円 6億1,063万円 9億1,138万円 6億5,136万円

年間総有収水量 3,544,350 ㎥ 4,006,280 ㎥ 3,388,820 ㎥ 4,133,190 ㎥ 4,601,640 ㎥ 6,957,740 ㎥ 11,297,310 ㎥

宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

供給単価 186 円 126 円 135 円 233 円 133 円 131 円 58 円

給水原価 292 円 208 円 162 円 376 円 175 円 118 円 68 円

供給単価（円） 給水収益（円）÷　年間総有収水量（㎥）

有収水量１㎥あたりについて、どれだけの給水収益を得たかを表す指標です。宍粟市は有収水量が少ないた

め、料金単価を他団体より高く設定することで、料金収入を確保しています。

全国類団平均

175

指標⑤ 算定式

指標⑥ 算定式

料金回収率（％） 供給単価（円）÷ 　給水原価（円）

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄われているかを表す指標です。宍粟市は料金収入の他

に、国から示される繰出基準に基づく一般会計からの繰入金によって費用を賄っていることから、料

金回収率が他団体と比較して低くなっています。

全国類団平均

101

186

126 135

233

133 131

58

供給単価

全国平均

64 60

83

62
76

111

85料金回収率

全国平均
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宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

経常収益 11億5,798万円 9億6,685万円 7億1,977万円 21億2,467万円 10億7,940万円 12億2,372万円 8億8,183万円

経常費用 12億5,710万円 10億6,111万円 6億5,170万円 19億6,347万円 10億1,917万円 10億2,347万円 9億0,038万円

宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

企業債残高 71億9,464万円 14億9,110万円 29億5,573万円 1,03億6,973万円 21億4,849万円 20億7,480万円 29億0,756万円

給水収益 6億5,996万円 5億0,481万円 4億5,859万円 9億6,272万円 6億1,063万円 9億1,138万円 6億5,136万円

指標⑧ 算定式

企業債残高対給水収益比率（％） 企業債残高（円）÷　給水収益（円）×　１００

給水収益に対する企業債残高の規模を表す指標です。H26年度に統合した旧簡易水道事業にお

いては、建設改良費のほとんどを企業債によって賄っていたため、他団体と比較すると高い数値になっ

ています。

全国類団平均

384

指標⑦ 算定式

経常収支比率（％） 経常収益（円）÷　経常費用（円）×　１００

給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費用や支払利息等をどの程度賄えてい

るのかを表す指標です。100%以上となって当該年度の収支が黒字であることが必要ですが、宍粟市

では92％と赤字となっております。

全国類団平均

110

92 91

110 108 106
120

98経常収支比率

全国平均

1,090

295

645

1,077

352
228

446

比率

全国平均
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宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

減価償却累計額 168.9 億円 115.0 億円 99.0 億円 191.4 億円 74.6 億円 138.3 億円 114.5 億円

償却資産帳簿原価 309.4 億円 238.1 億円 170.5 億円 412.6 億円 143.3 億円 244.4 億円 212.5 億円

宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

年間総有収水量 354 万㎥ 401 万㎥ 339 万㎥ 413 万㎥ 460 万㎥ 696 万㎥ 1,130 万㎥

年間総配水量 418 万㎥ 445 万㎥ 403 万㎥ 477 万㎥ 498 万㎥ 821 万㎥ 1,207 万㎥

指標⑩ 算定式

有収率（％） 年間総有収水量（㎥）÷年間総配水量（㎥）×１００

施設の稼働が収益につながっているかを示す指標です。漏水が多いと有収率が下がります。有収率は

全国平均と同じ数値ですが、有収率の低下は費用の増大につながるため、漏水調査等を継続する

必要があります。

全国類団平均

85

指標⑨ 算定式

有形固定資産減価償却率（％） 減価償却累計額（円）÷ 償却資産の帳簿原価（円）×１００

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却費がどの程度進んでいるかを表す指標です。施設の

老朽化度合いを示していますが、宍粟市においては53％と他団体と似たような老朽化が進んでいる

といえます。

全国類団平均

48

55
48

58

46
52

57 54
減価償却率

全国平均

85

90

84

87

92

85

94

有収率

全国平均
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宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

一日平均配水量 11,460 ㎥ 12,201 ㎥ 11,039 ㎥ 13,056 ㎥ 13,646 ㎥ 22,493 ㎥ 33,080 ㎥

一日配水能力 18,418 ㎥ 21,100 ㎥ 25,000 ㎥ 20,515 ㎥ 17,600 ㎥ 27,500 ㎥ 56,160 ㎥

宍粟市 西脇市 朝来市 丹波篠山市 加西市
西播磨

水道企業団
赤穂市

一日最大配水量 18,121 ㎥ 14,671 ㎥ 17,912 ㎥ 18,440 ㎥ 18,734 ㎥ 27,459 ㎥ 39,335 ㎥

一日配水能力 18,418 ㎥ 21,100 ㎥ 25,000 ㎥ 20,515 ㎥ 17,600 ㎥ 27,500 ㎥ 56,160 ㎥

指標⑪ 算定式

施設利用率（％） 一日平均配水量（㎥）÷ 一日配水能力（㎥）×１００

１日配水能力に対する一日平均配水量の割合で、施設の利用状況や適正規模を判断する指標

です。全国平均と同率となっています。

全国類団平均

62

指標⑫ 算定式

施設最大稼働率（％） 一日最大配水量（㎥）÷ 一日配水能力（㎥）×１００

１日配水能力に対する一日最大配水量の割合で、施設の利用状況や適正規模を判断する指標

です。水道事業は季節によって需要変動があるため、施設利用率よりも大きくなります。高い数値であ

ることが望まれますが、100%に近いと断水の危険性が高まり、安定給水に問題があります。

全国類団平均

73

62 58

44

64

78 82

59利用率

全国平均

98

70 72

90

106
100

70
稼働率

全国平均
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